
これからに向けて一歩前進！
令和６年度がスタートし、新しい仲間を迎え、各自治公民館で

も、新役員体制による活動が始まっています。新型コロナによる

規制や制限が緩和される中、新たな課題として、予想できない地

震や想定外の風水害等に対して、地域の実状に応じた「地域防災

の備え」が求められています。すでに自主防災組織を立ち上げた

り、災害に対する装備品の準備・備蓄を進めたりしている自治公

民館があります。（自主防災組織：６／40）

災害の時には、消防・警察などの「公助」の

活動には限界があります。家族・個人の「自

助」に加え、隣近所・地域で助け合う「共助」

が大きな力を発揮します。防災・減災につい

て再確認しておきましょう！何が必要なのか、

地域内でお互いに知恵を出し合い、いざと

いう時に備えていきましょう！

「備えよ常に！」

テレビやネットでよく見聞きする「ＳＤＧｓ」ってなあに？（２）
今回は、SDGs の前文を紹介します。前文の中に、SDGs の理念

や私たちが目指すべき目標が謳われています。

この計画（アジェンダ）は、人間と地球、そして 繁

栄のための行動計画です。そして、より大きな自由と、

平和を追い求めるものでもあります。私たちは、持続可能な世界を築くため

には、極度の貧困を含め、あらゆる形の、そして、あらゆる面の貧困を

なくすことが一番大きな解決しなければならない課題であると認めます。

すべての国と人びとが協力しあってこの計画を実行します。私たちは、

人びとを貧困や欠乏から解き放ち、地球を守ることを決意します。私た

ちは、持続可能で、強くしなやかな世界に向かう道を歩んでいくために、

今すぐ大胆で変化をもたらす行動を起こすことを決意します。

共に持続可能な世界へ向かうこの旅を始めるにあたり、誰一人取り残さ

ないことを誓います。私たちが発表する 17 の目標と 169 のターゲットは、このア
ジェンダがどれだけ広く高い目標をかかげているかを表しています。これらの目標やタ

ーゲットは、ミレニアム開発目標をもとにし、達成できなかった目標をすべて達成する

ことを目指しています。すべての人の人権を実現し、ジェンダーの平等、そして女性や

女の子の能力を引き出すことを目指します。これらの目標とターゲットは互いにつなが

り分けられないものであり、持続可能な開発の３つの側面、つまり、「経済」と「社会」

と「環境」のバランスを保つものです。これらの目標とターゲットは、人類と地球にと

ってとても大事な分野の、2030 年までの行動を進めるものになるでしょう。

＜次回に続く：17 の目標について紹介いたします＞

令和６年５月号

木城町自治公民館連絡協議会

自治公民館活性化支援員 大 津 新地域みんなで結ぶ大きな絆

４月９日

宮崎日日新聞

４月１８日

宮崎日日新聞



今年も地域に桜咲く！
昨年も取り上げさせていただきましたが・・・各地区の公民館に桜が咲きました！

百合野公民館 牧ノ内公民館 溜水公民館

比木公民館 田畑公民館 中椎木公民館

町公民館 岩戸公民館 新岩戸公民館

谷内公民館 白木八重公民館 石河内公民館

左：川原公民館、右：木寺公民館

桜は一日で咲くことはできません。

多くの人々に関わっていただき、育て

られ立派に花を咲かせます。

地域の絆「結いの心」もすぐに出来

上がるものではありません。日々のお

互いの関わりの中で育まれていくも

のではないでしょうか。


